
 
 

 

   

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 部局専従 URA と全学組織との連携を強化して、効果的に対応しており、学内でのキャリアパスに

ついても、承継職員への異動もなされつつあるなど、明確な位置付けがなされていることが確認さ

れた。 

○ 構想している制度改革や研究力アップのための戦略的施策は優れた取り組みと評価でき、それに

向けて着実に取り組みがなされていることが確認された。筑波研究学園都市という立地条件を考慮

した近隣研究機関との緊密な連携も進み、今後のその効果に期待したい。 

特に優れた点 

○ 研究戦略イニシアティブ推進機構により、教職員の全学戦略枠を重点研究センター等に配分、部

局専従 URA の配置などにより、研究推進体制改革を進め、研究力強化を図りつつある。 

○ 技術職員等の在り方の検討を進め、全学的な研究基盤要員の整備方針を決定したことは、地味で

はあるが評価できる。 

期待する点 

○ 今後、本事業による取組が、全学的な研究力強化に有効に波及する体制強化を期待したい。 

○ URA の採用により、論文数や外部資金獲得額等の増加が期待されるが、その効果として現れるまで

にはある期間が必要である。それを考慮した上であるが、目標値（主として５年後）と実際の成果

との間にやや開きがあるように見受けられる。今後の 2年余の間で、URA 効果が加速し、目標値を達

成する可能性に期待したいが、学内の潜在的研究力をフルに引き出す上で、URA の活動に改善の余地

が無いかどうかの検討を期待したい。 
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